
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

公

安

委

員

会

】

○

猟

銃

等

講

習

会

の

開

催

生

活

安

全

企

画

課

担

当

課

（

室

）

○

年

少

射

撃

資

格

講

習

会

の

開

催

〃

目

次

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

〃

の

実

施

【

告

示

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

○

〃

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

更

新

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

障

害

福

祉

課

関

の

指

定

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

更

新

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

同

意

を

求

め

る

た

め

の

水

産

課

届

出

及

び

指

定

漁

船

調

書

の

縦

覧

○

児

島

湖

流

域

下

水

道

児

島

湖

浄

化

セ

ン

タ

ー

の

都

市

計

画

課

下

水

汚

泥

運

搬

の

調

達

契

約

に

係

る

入

札

参

加

資

格

を

得

よ

う

と

す

る

者

の

資

格

審

査

の

実

施

【

公

告

】

○

特

定

非

営

利

活

動

法

人

の

定

款

変

更

の

認

証

の

県

民

生

活

交

通

課

申

請

○

第

四

十

七

期

岡

山

県

労

働

委

員

会

補

欠

労

働

者

労

働

雇

用

政

策

課

委

員

候

補

者

の

推

薦

手

続

○

令

和

元

年

度

家

畜

商

講

習

会

の

開

催

畜

産

課

岡

山

県

公

報

令和元年１２月３日 第１２１４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
一
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の
と
お
り
指

定
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

指
定
年
月
日

ア
イ
薬
局
阿
知
店

倉
敷
市
阿
知
二

一
五

三

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－
－

き
び
薬
局
真
備
店

倉
敷
市
真
備
町
有
井
六
二

一

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－

金
光
薬
局
倉
敷
新
田
店

倉
敷
市
新
田
三
一
四
八

令
和
元
年
十
二
月
一
日

寿
元
堂
薬
局

倉
敷
市
東
町
一
〇

一

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－

令和元年１２月３日　岡山県公報　第１２１４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
二
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

更
新
年
月
日

さ
く
ら
ん
ぼ
薬
局

倉
敷
市
西
阿
知
町
新
田
六

二

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－

ホ
リ
エ
薬
局

総
社
市
駅
前
一

八

七
二

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－
－

令和元年１２月３日　岡山県公報　第１２１４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
三
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

辞
退
年
月
日

き
び
薬
局
真
備
店

倉
敷
市
真
備
町
有
井
六
二

一

令
和
元
年
十
一
月
三
十
日

－

令和元年１２月３日　岡山県公報　第１２１４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

指
定
年
月
日

に
い
つ
ク
リ
ニ
ッ
ク

浅
口
郡
里
庄
町
新
庄
二
九
二
九

一

耳
鼻
咽
喉
科

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－

や
っ
こ
薬
局

津
山
市
南
新
座
一
〇
四

二

調
剤

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－

ス
マ
イ
ル
薬
局
き
び
じ
店

総
社
市
岡
谷
三
三
九

一

調
剤

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－

令和元年１２月３日　岡山県公報　第１２１４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
五
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関

名

称

所

在

地

担
当
す
る
医
療
の
種
類

更
新
年
月
日

有
限
会
社
あ
し
だ
薬
局
高
野
店

津
山
市
高
野
本
郷
一
二
五
八

九

調
剤

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－

の
ぞ
み
薬
局
山
下
店

津
山
市
山
方
三
四

五

調
剤

令
和
元
年
十
二
月
一
日

－

令和元年１２月３日　岡山県公報　第１２１４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
六
号（

）

、

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令

昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

備
前
市
穂
浪
二
五
四
三

一
二
二

奥
山

輝
久

－

備
前
市
穂
浪
二
四
七
一

奥
山

徳
仁

二

加
入
区

伊
里

三

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

伊
里
漁
業
協
同
組
合

四

縦
覧
期
間

令
和
元
年
十
二
月
三
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

五

縦
覧
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課

一

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
五
八
〇
一

松
本

晴
道

瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
四
三
七
四

野
崎

透

二

加
入
区

邑
久

三

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称

邑
久
町
漁
業
協
同
組
合

四

縦
覧
期
間

令
和
元
年
十
二
月
三
日
か
ら
同
月
十
七
日
ま
で

五

縦
覧
場
所

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課

令和元年１２月３日　岡山県公報　第１２１４９号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
七
号

令
和
二
年
度
に
お
け
る
児
島
湖
流
域
下
水
道
児
島
湖
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
下
水
汚
泥
運
搬
の
調
達
契
約

に
係
る
入
札
参
加
資
格
を
得
よ
う
と
す
る
者
の
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

調
達
の
対
象
と
な
る
下
水
汚
泥
運
搬
の
概
要

１

種
類

下
水
汚
泥
（
産
業
廃
棄
物
）
の
運
搬

２

積
込
場
所

児
島
湖
流
域
下
水
道
児
島
湖
浄
化
セ
ン
タ
ー

玉
野
市
東
七
区
四
五
三
番
地

３

荷
下
場
所

水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

倉
敷
市
水
島
川
崎
通
一
丁
目
一
八
番

４

積
込
場
所
で
の
運
搬
車
両
の
稼
働
可
能
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で

二

入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

１

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
に

掲
げ
る
者

２

県
税
、
市
町
村
税
、
法
人
税
又
は
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
（
そ
の
延
滞

金
が
未
納
で
あ
る
者
を
含
む

）
。

３

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
四
条

第
一
項
に
規
定
す
る
知
事
の
許
可
（
汚
泥
に
係
る
も
の
）
を
受
け
て
い
な
い
者

４

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
三
条
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い

者
５

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
い
な
い
者

６

県
内
に
本
社
又
は
本
店
を
有
し
て
い
な
い
者

７

平
成
十
六
年
度
以
降
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お
い
て
、
県
内
に
お
け
る
下
水
道
法
（
昭
和
三
十

三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
又
は
同
条
第
四
号
に
規
定
す

る
流
域
下
水
道
に
係
る
下
水
汚
泥
（
以
下
「
下
水
汚
泥
」
と
い
う

）
を
千
ト
ン
以
上
運
搬
し
た

。

実
績
を
有
し
て
い
な
い
者

８

次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
個
人
又
は
そ
の
役
員
（
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

令和元年１２月３日　岡山県公報　第１２１４９号



為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
九
条
第
二
十
一
号
ロ
に
規
定
す

る
役
員
を
い
う

）
が
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人

。

暴
力
団
員
等
（
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
二
十
二
年
岡
山
県
条
例
第
五
十
七
号
）
第

（１）
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
等
を
い
う
。

及
び

に
お
い
て
同
じ

）
に
該
当
す
る

。

（２）

（３）

者
暴
力
団
（
岡
山
県
暴
力
団
排
除
条
例
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
を
い
う
。

に
お

（２）

（３）

い
て
同
じ

）
又
は
暴
力
団
員
等
の
統
制
下
に
あ
る
者

。

暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
等
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
者

（３）
９

８

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
者
が
そ
の
経
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
者

（１）

（３）

過
去
二
年
以
内
に
お
い
て
、
８
又
は
９
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
入

10
札
参
加
資
格
の
取
消
し
を
受
け
た
者

三

入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
手
続

１

提
出
書
類
（
官
公
署
の
証
明
に
係
る
書
類
は
、
発
行
後
三
月
以
内
の
も
の
に
限
る

）
。

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

（１）

法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
本
籍
地
の
市
町
村
長
が
発
行
す
る

（２）
身
分
証
明
書
及
び
法
務
局
長
が
発
行
す
る
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
書
（

の
受
任
者

（11）

に
係
る
も
の
を
含
む

）
。

県
民
局
長
が
発
行
す
る
県
税
の
納
税
証
明
書

（３）

市
町
村
長
が
発
行
す
る
市
町
村
税
の
納
税
証
明
書

（４）

税
務
署
長
が
発
行
す
る
法
人
税
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
納
税
証
明
書

（５）

申
請
時
の
直
前
の
事
業
年
度
の
決
算
（
以
下
「
直
前
決
算
」
と
い
う

）
を
明
ら
か
に
す
る

。

（６）
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
利
益
金
処
分
計
算
書
又
は
損
失
金

処
理
計
算
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
損
益
計
算
書
及
び
資
産
負
債
調
（
貸
借
対
照
表

（
営
業

）
）

年
数
が
一
年
未
満
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
決
算
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
は
、
申
請
時
の
直
前
三
月
以
内
に
お
け
る
営
業
の
事
実
を
証
す
る
書
類
）

印
鑑
登
録
証
明
書

（７）

二
８
及
び
９
の
者
に
該
当
し
な
い
旨
の
誓
約
書

（８）

二
３
及
び
４
の
許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（９）

電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

（10）

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
権
限
を
営
業
所
等
の
長
に
委
任
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状

（11）
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下
水
汚
泥
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
車
両
の
写
真
及
び
自
動
車
検
査
証
の
写
し

（12）

の
申
請
書
に
記
載
し
た
年
度
の
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
実
績
を
証
す
る
書
類

（13）

（１）
か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（14）

（１）

（13）

２

提
出
期
間

令
和
二
年
一
月
六
日
（
月
）
か
ら
同
月
三
十
一
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
県
の
休
日

（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す

る
休
日
を
い
う
。
六
１
に
お
い
て
同
じ

）
を
除
く
。

。

３

提
出
場
所

岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
建
設
企
画
課

〒
七
〇
〇

八
六
〇
四

岡
山
市
北
区
弓
之
町
六
番
一
号

－

電
話

〇
八
六

二
三
三

九
八
三
八

－
－

４

提
出
方
法

２
の
期
間
内
の
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
に
３
の
場

所
へ
持
参
す
る
こ
と
と
し
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。

四

入
札
参
加
資
格
の
審
査
事
項

１

平
成
十
六
年
度
以
降
の
い
ず
れ
か
の
年
度
に
お
け
る
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
実
績

２

申
請
時
に
お
け
る
下
水
汚
泥
の
運
搬
の
用
に
供
す
る
車
両
の
保
有
状
況
及
び
当
該
車
両
の
う
ち

二
台
以
上
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
３
の
許
可
を
受
け
た
車
両
で
あ
る
こ
と
。

（１）

積
載
量
は
九
・
〇
ト
ン
以
上
、
車
体
寸
法
は
長
さ
七
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
二
・
五
〇

（２）
メ
ー
ト
ル
以
下
及
び
高
さ
三
・
一
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

荷
台
は
水
密
性
が
あ
り
、
開
閉
可
能
な
覆
い
等
に
よ
り
飛
散
、
流
出
及
び
悪
臭
の
防
止
の
措

（３）
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

荷
下
ろ
し
の
際
、
荷
台
が
後
方
に
傾
斜
す
る
機
能
を
有
す
る
こ
と
。

（４）
３

直
前
決
算
に
お
け
る
自
己
資
本
金

４

直
前
決
算
に
お
け
る
流
動
比
率

５

申
請
時
に
お
け
る
従
業
員
数
及
び
運
搬
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
運
転
員
数

６

申
請
時
ま
で
の
営
業
年
数

７

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
事
項

五

入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
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申
請
者
に
入
札
参
加
資
格
を
付
与
し
た
日
か
ら
そ
の
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
三
月
末
日
ま

で
と
す
る
。

六

資
格
認
定
通
知
書
の
交
付
期
間
、
交
付
場
所
及
び
交
付
方
法

１

交
付
期
間

。

、

。

申
請
者
に
入
札
参
加
資
格
を
付
与
し
た
日
か
ら
随
時
交
付
す
る

た
だ
し

県
の
休
日
を
除
く

２

交
付
場
所

三
３
の
場
所

３

交
付
方
法

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
に
直
接
受
け
取
る
こ
と
。

な
お
、
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
宛
先
を
明
記
し
、
二
百
八
十
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
Ａ
四
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
折
ら
ず
に
入
る
大
き
さ
の
も
の
）
を
同
封
の
上
、
三
３
の
場
所

へ
請
求
す
る
こ
と
。

七

問
い
合
わ
せ
先

三
３
の
場
所
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〔
四
七
三
〕
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

令
和
元
年
十
一
月
二
十
二
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
パ
ッ
シ
ョ
ン

三

代
表
者
の
氏
名

福
田

睦

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

岡
山
市
南
区
西
紅
陽
台
二
丁
目
五
八
番
地
五
八
七

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
多
様
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
そ
の
利
用
者
の
意
向
を
尊
重
し
て
総
合
的
に
提
供
さ
れ

る
よ
う
創
意
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
者
が
、
個
人
の
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ
、
心
身
と
も
に
健

や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

六

変
更
す
る
事
項

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
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〔
四
七
四
〕
令
和
元
年
十
一
月
十
八
日
を
も
っ
て
、
第
四
十
七
期
岡
山
県
労
働
委
員
会
委
員
の
う
ち
労

働
者
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
の
で
、
補
欠
労
働
者
委
員
を
任
命
す
る
た
め
、
労
働
組
合
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
当
該
委
員

の
候
補
者
（
以
下
「
候
補
者
」
と
い
う

）
の
推
薦
を
求
め
る
。

。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

候
補
者
の
推
薦
資
格
を
有
す
る
も
の

岡
山
県
の
区
域
内
の
み
に
組
織
を
有
す
る
労
働
組
合
（
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
含
む

）
の
う
ち
、
労

。

働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す

る
旨
の
岡
山
県
労
働
委
員
会
の
証
明
を
受
け
た
も
の

二

候
補
者
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者

労
働
組
合
法
第
十
九
条
の
十
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
の
四
第
一
項
の
欠
格

条
項
に
該
当
し
な
い
者

三

補
欠
労
働
者
委
員
の
数
及
び
任
期

１

委
員
の
数

一
名
。
た
だ
し
、
推
薦
す
る
候
補
者
の
数
は
、
制
限
し
な
い
。

２

任
期

任
命
の
日
か
ら
令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日
ま
で

四

提
出
書
類

１

推
薦
書
（
様
式
）

２

候
補
者
の
履
歴
書

３

労
働
組
合
法
施
行
令
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
岡
山
県
労
働
委
員
会
の
証
明
書

五

書
類
の
提
出
期
限

令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
（
金
）
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
、
同
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限

り
、
受
け
付
け
る
。

六

書
類
の
提
出
先

岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策
課
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
）
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様式

令和 年 月 日

岡山県知事 伊 原 木 隆 太 殿

所 在 地

労働組合の名称

代 表 者 の 氏 名 印

労働組合法（昭和24年法律第174号）第19条の12第３項及び労働組合法施行令（昭和

24年政令第231号）第21条第１項の規定により，第47期岡山県労働委員会補欠労働者委

員候補者として次の者を推薦します。

記

ふ り が な 生 年 月 日 所属労働組合名及び所属職場名
略 歴 備 考

氏 名 （ 年 齢 ） 並 び に こ れ ら に お け る 地 位
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〔
四
七
五
〕
家
畜
商
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

家
畜
商
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
催
日
時

令
和
二
年
二
月
六
日
（
木
曜
日
）
及
び
同
月
七
日
（
金
曜
日
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

二

開
催
場
所

真
庭
市
蒜
山
西
茅
部
六
三
二

公
益
財
団
法
人
中
国
四
国
酪
農
大
学
校

三

講
習
の
科
目
及
び
時
間

１

家
畜
の
取
引
に
関
す
る
法
令

四
時
間

２

家
畜
の
品
種
及
び
特
徴

四
時
間

３

家
畜
の
悪
癖
、
機
能
障
害
及
び
疾
病

六
時
間

四

受
講
手
続

１

講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
所
定
の
受
講
申
請
書
に
写
真
（
受
講
申
請
書
提
出
前
六
月
以

内
に
撮
影
し
た
無
帽
の
正
面
上
三
分
身
の
も
の
で
、
縦
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
の
も
の
）
を
貼
り
付
け
、
住
所
地
を
所
管
す
る
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農

畜
産
物
生
産
課
に
提
出
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
県
外
に
居
住
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
住
所
地
の
都

道
府
県
の
畜
産
担
当
課
を
経
由
し
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
に
提
出
す
る
こ
と
。

２

受
講
手
数
料

三
千
四
百
五
十
円
相
当
の
岡
山
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
請
書
に
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
こ
と
。

３

受
付
期
間

令
和
元
年
十
二
月
十
一
日
（
水
曜
日
）
か
ら
令
和
二
年
一
月
十
日
（
金
曜
日
）
ま
で
と
す
る
。

た
だ
し
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
場
合
は
、
同
日
付
け
の
消
印
又
は
通
信
日
付
印
が
あ
る
も
の

ま
で
受
け
付
け
る
。

五

そ
の
他

講
習
会
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
岡
山
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
（
電
話
○
八
六

二
二
六

七

－
－

四
二
八
）
又
は
各
県
民
局
農
林
水
産
事
業
部
農
畜
産
物
生
産
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
八
十
二
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
等
講
習
会
を
開
催
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所

講

習

課

程

開

催

年

月

日

開
催
時
刻

開

催

場

所

初
心
者
講
習

令
和
二
年

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

午
前
十
時

－

課
程

一
月
二
十
二
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

令
和
二
年

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

午
前
十
時

三
月
四
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

経
験
者
（
更

令
和
二
年

津
山
市
林
田
七
七

午
後
一
時

新
）
講
習
課

一
月
十
五
日

津
山
警
察
署

程

令
和
二
年

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

午
後
一
時

－

一
月
二
十
九
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

令
和
二
年

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七

一

午
後
一
時

－

二
月
五
日

高
梁
警
察
署

令
和
二
年

倉
敷
市
有
城
一
二
六
五

午
後
一
時

二
月
十
九
日

く
ら
し
き
山
陽
ハ
イ
ツ

令
和
二
年

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四

三

午
後
一
時

－

二
月
二
十
六
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

令
和
二
年

津
山
市
林
田
七
七

午
後
一
時

三
月
十
一
日

津
山
警
察
署

令
和
二
年

高
梁
市
段
町
一
〇
一
七

一

午
後
一
時

－

三
月
二
十
五
日

高
梁
警
察
署

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
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氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
会
の
開
催
日
の
七
日
前

三

受
講
手
数
料

初
心
者
講
習
課
程

六
千
九
百
円

経
験
者
（
更
新
）
講
習
課
程

三
千
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数
で
あ

る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る
こ
と

と
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
八
十
三
号

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
九
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
年
少
射
撃
資
格
講
習
会
を
開
催
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

開
催
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

令
和
二
年
二
月
十
八
日

岡
山

北

内
山
下
二

四

六

（
火
）

市

区

－
－

前
十

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
分
室
（
岡
山

午

時

県
庁
地
下
一
階
）

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
提

(2)
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に

氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

令
和
二
年
二
月
十
二
日
（
水
）
ま
で

三

受
講
手
数
料

九
千
八
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

四

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

２

講
習
修
了
証
明
書
は
、
講
習
会
の
当
日
に
交
付
す
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
受
講
者
が
多
数
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で
あ
る
こ
と
又
は
他
の
理
由
に
よ
り
当
日
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
後
日
交
付
す
る

こ
と
と
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
八
十
四
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

令
和
二
年
一
月
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
十
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一
－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
二
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
二
十
三
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
二
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場
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令
和
二
年
二
月
三
日
（
月
）

午
前
十
時

令
和
二
年
二
月
六
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
二
月
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
二
月
十
七
日
（
月
）

午
前
十
時

令
和
二
年
二
月
十
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
二
月
二
十
四
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
九
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場
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令
和
二
年
三
月
十
二
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
十
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
二
十
三
日
（
月
）

午
前
十
時

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
三
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

２

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

令
和
二
年
一
月
九
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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令
和
二
年
一
月
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
二
十
三
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
二
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
三
十
一
日
（
金
）

午
前
十
時

令
和
二
年
二
月
六
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
二
月
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一
－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
二
月
十
四
日
（
金
）

午
前
十
時

令
和
二
年
二
月
十
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
二
月
二
十
一
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
二
月
二
十
七
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
三
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
十
二
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
十
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
二
十
日
（
金
）

午
前
十
時

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限
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受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
七
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
八
十
五
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

令
和
元
年
十
二
月
三
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

令
和
二
年
一
月
十
四
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
十
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

令
和
二
年
一
月
二
十
一
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
一
月
二
十
八
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
二
月
四
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
二
月
十
八
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
二
月
二
十
五
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
三
月
三
日
（
火
）

午
前
十
時
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令
和
二
年
三
月
十
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
三
月
十
七
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
三
月
二
十
四
日
（
火
）

午
前
十
時

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
（
火
）

午
前
十
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
七
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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